
平成27年第1回定例会　平成27年第1回定例会　平成27年第1回定例会　平成27年第1回定例会　

◆発言者一覧◆◆発言者一覧◆◆発言者一覧◆◆発言者一覧◆

●議長：西澤啓文，副議長：日下富士夫

日程 発言順 氏名 会派

1 斎藤範夫 自由民主党・仙台

2 渡辺公一 市民フォーラム仙台

3 鈴木勇治 自由民主党復興仙台

1 菊地昭一 公明党仙台市議団

2 花木則彰 日本共産党仙台市議団

3 石川建治 社民党仙台市議団

1 加藤和彦 自由民主党・仙台

2 加藤けんいち 市民フォーラム仙台

3 橋本啓一 自由民主党復興仙台

4 佐藤和子 公明党仙台市議団

5 ふなやま由美 日本共産党仙台市議団

6 ひぐちのりこ 社民党仙台市議団

7 及川英樹 みんなの仙台

1 大泉鉄之助 自由民主党

2 野田譲 自由民主党・仙台

3 小野寺健 市民フォーラム仙台

4 渡辺博 自由民主党復興仙台

5 鈴木広康 公明党仙台市議団

6 高見のり子 日本共産党仙台市議団

7 大槻正俊 社民党仙台市議団

8 小野寺淳一 みんなの仙台

1 佐藤正昭 自由民主党・仙台

2 佐藤わか子 市民フォーラム仙台

3 柿沼敏万 自由民主党復興仙台

4 鎌田城行 公明党仙台市議団

5 早坂あつし みんなの仙台

6 鈴木繁雄 自由民主党・仙台

7 柳橋邦彦 輝く仙台
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1 斎藤範夫

斎藤範夫斎藤範夫

斎藤範夫

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

選挙管理委員会の不正事件について

・原因究明と再発防止策について（原因がわからないまま再発防止策を

まとめることが本当にできると思っているのか）（事実に基づかない，

的外れの再発防止策になる可能性があるのではないか）

・職員の処分について（職員の非違行為について調査も行わず，処分も

行わないとする発言がどうして出てくるのか）（十分な調査を行い，厳

正な処分を行うべき）

・トップの意識について（仙台市役所の不祥事は，不正や不適正処理が

あっても隠蔽する，人事当局は十分な調査も行わない，懲戒処分の基準

もないから，場当たり的ないいかげんな処分になる，トップは責任をと

ろうともしない，という形で処理されてきたのではないか）（これでは

職員のモラルもモラールも低下する一方）（職員の意識改革ももちろん

大事であるが，その前に見直すべきはトップの意識ではないか）

・コンプライアンスについて（平成二十七年度施政方針にコンプライア

ンスに関する取り組みは四十字程度の一文にすぎない。具体策の例示も

ない）（具体的な取り組みを示していただきたい）

・責任問題（責任の所在を明確にし，厳正な処分を行う必要）（トップ

みずから襟を正すことが肝要）（その時期も含めて，市長の所見を求め

る）

（追加）

・集計段階で誰がどういう役割を担ったのかがはっきりしていないのに

再発防止策は立てられるのか

・調査と職員の処分について市長の説明が変わったと理解していいか。

・懲戒処分の基準がないのではないか。

2 0 2 4

2

震災復興について

・主な復興事業の進捗状況及び今後の見通し

・復興計画の最終年度である平成二十七年度中に完了しない事業とその

財源の確保について

・被災者の生活再建にかける，市長の決意

・新年度予算を踏まえた震災復興基金の状況，今後の使い道，見通しに

ついて

0 0 0 0

3

仙台市市民公益活動の促進に関する条例の一部を改正する条例について

・この条例案は，地方自治の原則に反する重大な問題を有しており，我

が会派としては，到底看過することはできない

・第一の問題は，条例の対象となる市民を異常に拡大して定義している

点。市長の所見を伺う

・第二の問題は，このような異常なほど拡大して定義された市民に対し

て，条例案が政策形成過程への参画を認めていること。市長の所見を伺

う

（追加）

・憲法が求める地方自治の本旨，団体自治と住民自治に反しているので

はないか

・カルト集団とか過激派が入り込む余地があるのではないか

1 0 1 2

4

仙台市保健所及び保健福祉センター条例の一部を改正する条例に関し，

保健所の一元化について

・一元化後の保健所の所長については，どのような資質が求められるか

0 0 0 0

5

仙台市教育委員会の委員の定数を定める条例の一部を改正する条例と教

育委員会制度改革について

・市長は，新年度に大綱を策定するに当たり，現在，本市教育行政の課

題をどのように認識されているのか

0 0 0 0

6

平成二十七年度仙台市病院事業会計予算に関し，精神科病棟の再開につ

いて

・精神科医師確保の取り組みの成果と精神科病棟再開の見通しについ

て，病院事業管理者の所見

0 0 0 0



7

平成二十七年度施政方針において示されている政策重点化ポリシーにつ

いて

・平成二十七年度に策定しようとしている政策重点化ポリシーとは，一

体どのような性格のものなのか。かつて本市に都市ビジョンというよう

なものがありましたが，どのような違いがあるのか

・地域の特性を踏まえた地方人口ビジョンと地方版総合戦略の策定に当

たっての現時点での基本的な考え方，スケジュール・本市独自に策定す

る政策重点化ポリシーとの関連性

0 0 0 0

8

生活困窮者自立支援と子供の貧困対策について

・本年四月からの法律の施行に向けて，生活困窮者の自立相談につい

て，どのような体制で臨もうとしているのか

・さまざまな課題を抱える生活困窮者の自立支援に向けては，早期把握

や早期の支援が必要

・的確な支援を行っていくためには，市役所以外の関係機関との連携，

ネットワークづくりも必要

・本市においては，今後，子供の貧困対策に関してどのような施策を実

施していくのか

1 0 1 2

9

子ども・子育て支援新制度と待機児童の解消について

・本年四月から，子ども・子育て関連三法に基づく子ども・子育て支援

新制度がスタートするなかでどのような手法で，平成二十九年度当初に

待機児童の解消を図ろうとしているのか

・幼保連携型認定こども園制度創設の取り組み状況及び見通し

0 0 0 0

10

仙台経済成長デザインについて

・そもそもこの目標水準の設定に問題はなかったのか

・四つの数値目標についての現状認識と今後の見通し

0 0 0 0

11

地下鉄東西線の開業とまちづくりについて

・残りの時間，全市を挙げて開業機運の盛り上げを図る必要があると考

えますが，現状認識と今後の取り組みについての所見

・東西線の利用を促す営業活動を幅広く行うことが必要

・沿線への開発誘導の掘り起こし，民間投資を東西線沿線に呼び込む取

り組みの必要性

0 0 0 0

12

リノベーションについて

・リノベーションの取り組みを行うに当たっての本市の課題認識

0 0 0 0

13

国連防災世界会議について

・市民も参加できるパブリック・フォーラムについて最終的にはどの程

度の開催となるのか

・東日本大震災の被災地である開催都市仙台として，市長は，国内外の

会議参加者，そして市民の皆様にどのようなメッセージを発信しようと

しているのか

0 0 0 0

4
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4 0
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8

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒問題点を整理したすぐれた質問。原因究明と再発防止策の関係の指摘は重要。

２⇒事前に復興事業の進捗状況を調査し問題点を質問者側から提示して質問する必要がある。

３⇒市民の定義の拡大が地方自治の原則に反するかどうかにつき専門家（憲法・行政法）のアドバイスを得るべき。カル

ト集団過激派が政策形成に侵入してくるリスクと市民の定義の拡大が関係あるのかどうか。あるというのであれば実例を

示して質問する必要がある。

５⇒課題は質問者側で摘示するべき。課題を知らずして質問しても意味はない。

６⇒事前の調査が必要。

11⇒開業までの間に沿線開発が行われ，利用者人口が増加するということで計画がスタートしたのではないか。開業直前

になって利用を促す営業活動や沿線への開発誘導の掘り起こしを促さなければならないということはスタート時点で需要

予測を見誤っていたことになるのではないか。
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2 渡辺公一

渡辺公一渡辺公一

渡辺公一

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

昨年十二月に行われた衆議院総選挙並びに最高裁判事の国民審査におけ

る青葉区選管が犯した投票数の操作と，選管事務局職員の偽証について

・本市職員が何か不都合な点を隠そうとしたり，何かを取り繕おうとす

る姿勢が市全体，しかも長年にわたって常態化していたのではないか。

・仙台市議選も半年後には実施されることから，選挙期日の日程もあわ

せて，早急にその対策の結果を示されるよう強く望む

・市長はこの問題に対してどう対処されるか

・選挙管理委員会とは何をするところで，委員長初め，委員の職務及び

権限とはいかなるものか

0 0 0 0

2

第一期復興計画の最終年度の残された課題解消について

・地域の事情に合った支援活動のあり方を住民とともに練っていくこと

が重要。当局の所見を尋ねる

・行政として取り組む集団移転事業を進めるに際し，また長期にわたる

復興事業もある中，何に一番意を用いているか。

0 0 0 0

3

サミットの誘致について

・開催決定まであとわずかであるが残された時間をどう使っていかれる

のか

0 0 1 1

4

本市並びに地域の防災力向上について

・町内会や連合町内会の活動がいま一つと思われるところへのサポート

は，どのように手当てしているのか

・幅広い意味での地域づくりについて，住民と協働しながらどのように

行っているのか

・町内会の運営について

0 0 0 0

5

津波避難施設について

・平常時も含め，いざというときのためにどう使われていくのか

0 0 0 0

6

震災メモリアルについて

・委員会の報告，提言を受け，本市は何を後世に残し，また震災の教訓

を学習する場としてどのようなものを整備しようとしているのか

0 0 0 0

7

音楽ホールについて

・復興のシンボルとしての音楽ホールの検討に着手する時期が来たとい

う今，どのような展望を持って検討していかれるのか

1 0 1 2

8

中小企業の活性化について

・当局の意気込み

0 0 0 0

9

観光振興について

・季節に合わせた，仙台を拠点とした数日間は滞在可能なプログラムの

策定が必要

0 0 0 0

10

包括支援センターについて

・当局の所見

0 0 0 0

11

子ども・子育て支援について

・認定こども園の実現に向けてどう取り組まれるのか，またその見通し

0 0 0 0

12

地方創生について

・地方創生，また地域創生に取り組む当局の覚悟

0 0 0 0

13

教育行政について

・今回の法改正に当たってどのような判断で教育長を任命し，かつどの

ような教育行政を目指そうとしているのか

0 0 0 0
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3

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

２⇒質問の趣旨が不明確。地域の事情に合った支援活動とは何か。集団移転事業で何が一番重要かを当局に尋ねるのでは

なく質問者側でそれを提示する必要がある。そのためには現場での調査・研究が不可欠。

３⇒残された時間をどう使っていくかを当局に尋ねてどうするつもりか。質問の意図が不明。

４⇒推進課がどのようなサポートを行っているのか，どこに問題があるかは事前に調査してつきとめておく必要がある。

５⇒施設の使用方法は事前に調査する必要がある。

６⇒委員会の報告を参考に何を残すべきか，質問者の考えを提示して当局の考えを質す必要がある。当局の考えを尋ねて

そこで終了という質問の意義を再検討する必要がある。

８⇒これも質問の趣旨が不明。当局の意気込みを尋ねる質問のどこに意味があるか再検討する必要がある。

９⇒これも質問の趣旨が不明。季節に合わせた，仙台を拠点とした数日間は滞在可能なプログラムが観光振興にとって最

も有益であるという根拠が示されていない。

10⇒包括支援センターの何をテーマとしているのか質問のねらいが不明。

12⇒当局の覚悟を尋ねてどうするつもりなのか。質問の目的が不明。
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3 鈴木勇治

鈴木勇治鈴木勇治

鈴木勇治

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

経済成長デザインについて

・経済成長デザインを打ち出されてからの現時点までの認識と，今後に

向けた意気込み

0 0 0 0

2

仙台の立ち位置や向かうべきところについて

・人口減少と地方創生について（過疎化）（国家戦略特区の活用）

・コンパクトシティーと地域再生について（機能集約型の市街地形成の

推進の成果）

・都心居住と限界集落について（郊外の小学校統合や空き家問題，買い

物難民などの高齢化，過疎化進行とコンパクトシティーとの関係）

・東西線沿線まちづくりと郊外団地再生について（東西線沿線まちづく

りの検証と問題についての把握・分析，それらを踏まえての今後の取り

組み）（一方で郊外団地再生を進めることは，集約型市街地形成と矛盾

するのではないか）

1 0 2 3

3

本市の財政状況について

・法人市民税と固定資産税の減収の理由と今後の見通し

・市の財政状況は従来のような危機的な状況を脱したのではないか

・公共施設長寿命化推進基金の新年度予算における活用状況

・市民にもっと身近な事業への予算確保が課題

0 0 0 0

4

復興事業の進捗と財源について

・仮設住宅の供与期間の終期を見据え，被災者の生活再建の実現に向

け，どのように取り組んでいくのか

・平成二十八年度以降においても，これまでの財源措置を継続するとと

もに，その方針を早期に明確に示すよう，国に働きかけを強めるべきで

はないか

0 0 0 0

5

仙台市市民公益活動の促進に関する条例について

・改正案の中の市民の定義等について違った定義の仕方もあるのではな

いか

・なぜ今，条例改正が必要なのか

・市民あるいは市民協働というものをどのように捉え，位置づけようと

されているのか

0 0 0 0

6

介護保険制度の改正について

・本市内に存在する特別養護老人ホームの内部留保はどの程度と把握し

ているのか

・今回の介護報酬の引き下げについての所見と，今後の対応

・今後の特別養護老人ホーム等の施設整備について何らかの対応が必要

ではないか

0 0 0 0

7

子ども・子育て支援について

・量的拡充の推計の前提となっている，保育総量の妥当性について（本

市では，保育需要の予測はどのようにされたのか）

・保育士不足が量的拡充を阻むことになりはしないかとの懸念とこれに

対する対処

・利用者から見た保育の質の改善

・新制度に幼稚園が参加することと財源確保等の必要性

1 0 2 3

8

放課後児童クラブの受け入れ拡大の早急な実施について

・五年計画ではなく三年計画とすべき

0 0 1 1

9

仙台市中小企業活性化条例と振興施策について

・今回基金を設置した狙いと意気込み

・市としての小規模企業に対する取り組み

・実態調査をきめ細かに行い，中小企業者，小規模企業者等の意向を十

分に把握し，仙台市ならではの地域特性に合わせた施策展開の必要性

0 0 0 0



10

農業振興について

・今回の農協改革についての当局の認識

・農協改革の動きに合わせ，どのような対応をしていくのか

・農業による地域振興について（西部地域の活性化と農業を基軸にした

施策の必要性）

0 0 1 1

11

自動車運送事業について

・次期計画の重要性を考えれば，再編後の利用動向をよく検証の上，現

実感のある計画を策定すべき。次期計画の策定時期についてどのように

考えているのか

・仮に現行の計画を二年間延長するとした場合，その二年間の間，現行

計画の内容をただそのまま取り組んでいくのではなく，二年後の新たな

計画に向けて可能なことに積極的に取り組んでいく姿勢が重要。延長す

る現行の計画はどのような取り組み内容にするつもりか

1 0 1 2

12

ガス事業について

・収支を改善し，経営の安定化を図るためには，どのように収益性を確

保していくのかが重要。ガス局として，どのように取り組むのか

・今後，ガスシステム改革により，新たな事業者の参入で競争は一段と

激化し，ガス事業を取り巻く環境が大きく変化していく中で，ガス販売

量をさらに拡大していくためには，公営といえどもさらなる営業力の向

上が必要。どのように取り組んでいくのか

・さらなる安全・安心のための取り組みの状況

・市民の財産であるガス事業の方向性をしっかりと見据えながら，変革

の波に流されることなく，経営の安定化を図っていく必要性。現時点に

おける民営化の見通しと，今後の対応

1 0 2 3

13

選挙事務において生じた不正な取り扱いに関連して

・昨年の十一月には，各課においてリスクチェックシートを作成し，リ

スク管理を始めたはずだが選挙の事務はチェックの対象外だったのか。

・選挙事務について，青葉区，そして各区，市選挙管理委員会事務局で

はどのようなチェックシートをつくり，どのようなリスクを洗い出して

いたのか。

・今回の事件の発生した選挙の前に活用されたのか

・市長は組織のありようについてどうお考えか，そして今後どのように

努力していかれるのか

1 0 1 2

5
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２⇒コンパクトシティーと機能集約型の市街地形成の推進と限界集落との関係，東西線沿線まちづくりの成果と検証は重

要な論点。今後も会派で調査を継続する必要がある。

３⇒法人市民税と固定資産税は減収の理由は事前に調べておく必要がある。

５⇒改正案の中の市民の定義が適切なのか誤っているのか質問者の考えをはっきりさせ，質問する必要がある。

６⇒本市内に存在する特別養護老人ホームの内部留保の把握は事前に調べておく必要がある。

７⇒平成二十七年度からの子ども・子育ての新たな仕組みの実施に伴う問題点を整理した質問

９⇒仙台市ならではの地域特性に合わせた施策展開とは何か。会派で継続的に研究し，その成果を提示して質問する必要

がある。

12⇒ガス事業の問題点を整理した質問。

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】
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1
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1 菊地昭一

菊地昭一菊地昭一

菊地昭一

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

青葉区選挙管理委員会による開票作業の不適切な処理について

・持ち帰り票が特に多い区について，市選管が区選管に開票事務の再

チェックをさせていれば，その時点で誤りに気づき，修正できたはず。

そのようなチェック体制ができていれば，今回の青葉区選管の不祥事も

防げたのではないか

・有権者の一票の重みへの自覚が足りないのと，選挙事務に対する長年

のなれが生じていたのではないか

・委員会で検討した再発防止策について市選管はどのような対応をする

のか

・議会への報告等はどうするのか

・誤りが起きたときにどのように対処するかが問われる。今回の青葉区

選管の不祥事は，票を水増しし，それを隠すという行為，さらに虚偽の

答弁をしたことが重要

・意識改革のための専任の担当は民間の方なのか職員なのか

・市役所一家とやゆされないためにも，民間の方も入れた第三者委員会

的な検討会を立ち上げ，職員の法令遵守の意識改革に取り組むべき。市

長の所見

・外部の声を聞くだけじゃなくて，何らかの形で外の人の意見を聞く検

討会みたいなものの設置をしたらいかがか（追加）

1 0 2 3

2

震災復興について

・復興に関する情報の発信が足りないことがあるのではないか。これま

で以上に復興の現場に足を運び，また被災された方の声を聞き，事業の

進捗状況，これからの取り組み等を発信していただきたい

・最後の一人が心の復興，人間の復興をなし遂げるまで，被災された

方々に寄り添い事業を進めていただきたい

1 0 1 2

3

本市における地方創生の取り組みについて

・増田寛也氏の人口減少の要因は２０歳から３９歳の若年女性の減少と

若者の東京流出の２点との指摘についての市長の所見

・市長は，仙台市として，どのように地方創生の戦略を描くのか

・東北全体の地方創生についての市長の考え

・将来の人口減少社会を見据えた本市のまちづくりの未来像

1 0 1 2

4

サミットの誘致について

・過日，奥山市長は，安倍総理と会い，震災復興事業への要望を行った

際に，サミット誘致に関しても話をされたと伺ったが，感触はどうだっ

たのか。市長の誘致への決意，見通し

0 0 0 0

5

国連防災世界会議について

・国連防災世界会議の警備体制について（本市としての取り組み）

・これまでの準備状況（本市の友好姉妹都市である中国長春市，韓国光

州広域市との交流をこれまで以上に活発にしていくべき）（市長の考

え）

・パブリック・フォーラムの周知について（残り１カ月，どのように周

知するのか）

・おもてなしの心について（リピーターとしてもう一度仙台に来てみた

いと思わせることが大切ではないか）（伊藤副市長の所見）（改めて宝

物を探し，仙台の魅力，よさを発信することが大事ではないか）（伊藤

副市長の所見）

1 0 2 3

6

教育委員会制度改革について

・奥山市長はどのような教育観を持っているのか

・今度の改革は，これまで以上に首長の権限が強くなる。教育行政にお

いては政治的中立性を保つことが何より重要。市長の所見

・教育改革はどこまでも子供の健全な成長のためでなければならない。

市長の考え

0 0 1 1



7

仙台市市民公益活動の促進に関する条例の一部を改正する条例について

・これまでの条例と改正する条例案の本市諸施策の中での位置づけ

・改正案の第５条に市の役割とあり，これまでの条例では，市の責務と

あるが，表現としては一歩後退との印象を受ける。この点はいかが考え

ているのか

・職員の市民活動及び市民協働に関する理解を促進するため，研修その

他の機会を積極的に設けるものとするとあるが，具体にはどのようなこ

とを考えているのか

・今後の町内会活動の支援策を４つの方向性で示しているが，どのよう

なタイムスケジュールで町内会支援策を展開するのか

1 0 1 2

8

仙台市営住宅条例の一部を改正する条例について

・現在の進捗状況と予定戸数の整備完了時期

・入居予定者への完了時期の丁寧な周知，対応

・復興公営住宅の抽せん漏れの方への配慮

・応募結果についての評価

・高齢者や障害をお持ちの方，ひとり親など優先順位として応募された

方で，何度か抽せんに漏れている方についての配慮の必要性，今後の対

応

1 0 1 2

9

応急仮設住宅入居者への支援について

・市内の仮設住宅に入居しているが，接触できない世帯（１６７世帯）

市内で被災し，市外の仮設住宅に入居している世（３４８世帯）県外の

仮設住宅に入居されている方（１９３世帯）について特定延長の判断が

必要になったときには，どのような対応をするのか

・一人一人の状況に応じたきめ細かな支援と，人と人のつながりを大切

にした支援の具体の事業展開

・都市整備局と復興事業局のさらなる連携の重要性

1 0 1 2

10

東部地域の復興の取り組みについて

・県道塩釜亘理線のかさ上げ道路の整備予定について（今後の整備スケ

ジュール，また供用開始の予定をいつごろに設定しているのか）

・かさ上げ道路の沿線に防災避難広場を兼ねた地場産品の販売拠点につ

いて（その後の検討状況）

・かさ上げ道路の沿線に防災避難広場を兼ねた地場産品拠点を整備（検

討状況並びに今後の考え）

・かさ上げ道路の完成の平成３０年は供用開始か（追加）

1 0 2 3

11

震災メモリアル施設について

・荒井駅周辺に施設整備を求める

・震災を風化させないためにも，訪れる人に東日本大震災の教訓を発信

していただきたい。整備においては，被災者の皆さんの意見も取り入れ

ていただき進めてもらいたい。

・被害が甚大だった東部沿岸地域だからこそ，新たな震災復興の象徴と

して拠点整備を重ねて求める

0 0 1 1

12

ヘリポート整備事業について

・荒浜ヘリポートの再整備に関する検討状況について

・本市単独の整備並びに運航もあり得るのか

・基本設計から実施設計等に要した経費約６７００万円についての県と

の協議のその後の検討状況

・本年度中には一定の方向性を示すとしているが間に合うのか

・消防防災ヘリの操縦士について（本市としても，将来を見据え計画的

に操縦士の確保に取り組むべき）

1 0 2 3

9
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【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

２⇒心の復興のポイントは何か。市として何をするべきか。具体的提案が必要

３⇒人口減少社会を乗り越えるべく仙台市は何をするべきか。質問者側から具体策を提示する必要がある。市長の考えを

尋ねるだけでは不十分

８⇒現在の進捗状況と予定戸数の整備完了時期は事前に調べておく必要がある

９⇒一人一人の状況に応じたきめ細やかな支援とは何か。市の支援がそれにふさわしいものかどうか現場調査に基づき問

題点を具体的に指摘して質問する必要がある
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2 花木則彰

花木則彰花木則彰

花木則彰

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

新年度予算の２つの柱の１つである未来へつなぐ復興まちづくりについ

て

・被災者の皆さんの生活再建の土台である住まいの確保が最後のお一人

までなされた状態こそ，完了と呼ぶべき（現実には足らない計画であっ

ても期限が来た，一応やるだけやったという完了宣言なのか）

・住宅再建支援策の追加を今からでも決断すべき

・被災し住居を失った方々が，四年にもなる仮設住宅暮らしから落ちつ

いて暮らせる住宅確保へと復興公営住宅を希望しているのに，半分落と

す，さらに七割落とすことが新たな住まいへの移行の後押しと呼べない

ことは明らか。市長の失策だと認識すべき

・復興公営住宅をきちんと整備してからこの事業の完了を宣言すべき。

追加整備の計画を明らかにすることを求める。

・仮設住宅延長の特定要件に再建方針の決まっていない人も加えるよう

県と協議すべき

・これまでに復興に向けた課題がどこまで進んだのか点検し，不足やお

くれを取り戻す予算や延長計画にすべき

・芸術文化による復興の拠点といって，音楽ホール整備まで復興事業に

入れるのか

・来年度の生活再建支援関連の予算を思い切って増額するとともに，２

０１６年度以降の計画延長について早急に市民，被災者に示すべき

・選択肢を示して被災者の希望を聞き支援を強めて希望どおりの住まい

の確保ができなければ復興したとはいえないのではないか（追加）

・復興公営住宅の追加整備と仮設から追い出しをしないことを求める

（追加）

・生活再建支援は次々と打ち切ろうとし，残るのは復興のまちづくりだ

けになるのではないか（追加）

・復興事業計画を，被災者の生活再建支援を強める，この方向で見直し

て延長するべき（追加）

1 1 2 4

2

安倍内閣の新年度予算案について

・市の予算説明資料に，わざわざ消費税分を福祉予算に使っているかの

ような計算書をつけさせたことは安倍内閣のうそに加担する行為ではな

いか

0 0 0 0

3

国民健康保険事業への一般会計からの繰り入れを減額しないで保険料引

き下げにつながるよう工夫をすべき

0 0 1 1

4

政府が補正を組んだ地域住民生活等緊急支援のための交付金を緊急支援

らしく，すぐに生活支援の効果が出るような取り組みを求める

1 0 1 2

5

仙台市中小企業活性化条例，中小企業活性化基金条例

・市長のこれらを進める決意

・市の姿勢を示すためにも，基金以外の中小企業向け予算も充実させる

べき。市の決意

・施策の取り組み状況を議会にも定期的に報告されることを求める

0 0 0 0

6

子ども・子育て支援新制度について

・結局，子育て環境の整備にお金をかけたくない市長だということにな

るのではないか

・希望者全員が入れる認可保育所の整備に向けて，民間を支援するとと

もに，民間では対応しにくい地域を中心に，市が公立保育所を計画的に

整備していくことが必要。年間十カ所の認可保育所の整備，うち半分の

５カ所は公立保育所として整備するよう予算を組むべき

0 0 1 1



7

子供の医療費助成

・中学卒業まで入院も外来も対象とすること，所得制限をなくして子育

て世代全体の支援にすることが，若い世代が選ぶ必須条件

・全国最低の宮城県のレベルを言いわけに使わず，実施の決断をすべき

0 0 1 1

8

学びの環境の充実について

・３５人学級の実現も急がれる。前倒しして具体化すべき

・地方創生と言いながら，国が小規模校の統廃合基準を示すなど，学校

を初めとする生活機能を集約するという安倍内閣の政策に断固反対して

いくことが大切

・被災者がコミュニティーを再生していく上で，地元小学校は核となる

施設。小規模校への支援のモデルとなるような教員配置を初めとした支

援の努力が必要

0 0 1 1

9

経済的な困難を抱える家庭の児童が教育を受ける保障について

・就学援助の制度の基準の緩和と予算増額を行うべき

・高校や大学に通う子供たちに給付制の奨学金を出すことを検討するべ

き

・特別支援学校の新設，とりわけ市南部への設置が求められる。市立病

院跡地に市立の特別支援学校を建設してはいかがか。

0 0 2 2

10

新教育長制度について

・任命する市長，新しく選ばれる教育長は，教育の自主性を保障する独

立行政機関としての教育委員会の役割を十分尊重して運営するよう強く

求める

・仙台市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の一部を改正

する条例に対する教育委員会の意見が求められ，二月四日の開会日に教

育長が発言したがこれは教育委員会の意見として諮られ，合議した結果

なのか。

0 0 1 1

11

白票水増し問題について

・隠蔽工作があったかどうか検証することがまず必要

・最高裁判所裁判官の国民審査でも白票水増しが行われたことが明らか

になった時点での調査記録とあわせて議会に示し，説明を求める

・選挙管理委員会自身が主体的に取り組むことが大切。市選挙管理委員

会委員長の答弁を求める。

・配置される市職員が，独立行政機関の役割を十分理解して，選任され

た委員会がその職責を果たせるようなサポートをこそ行うべきだと再徹

底すべき

・区選挙管理委員会事務局が全て区役所職員と兼任で担われている現状

を改め，少なくとも区選挙管理委員会事務局長は専任配置を検討すべき

・仙台市職員定数条例の一部を改正する条例ではこの問題は検討したの

か

・地方自治法第１００条による調査権の付与が必要（追加）

・提案をした区の選管事務局長の専任化は選挙管理委員会事務局の独立

性を確保するという市長の意思があらわれとして大事な中身。市長の答

弁を求める（追加）

0 0 2 2

12

職員削減について

・被災者負担の軽減や免除を独自支援策においても適用するなど制度改

善を行って，宅地被災者の救済，生活再建を最後まで推し進めるべき。

独自支援策は３月で打ち切らず，継続すべき

・担当していた職員を削減，さらに宅地復興部自体を廃止するとはどう

いうことか。市長は，ここでも生活再建できない被災者を振り落とし，

置き去りにするつもりなのか

1 0 1 2

13

保健所一元化について

・地域住民に密着した取り組みと矛盾する本質を持つのではないか

・保健所から保健所支所への格下げは，市の都合で職員体制を弱めるた

めの技法ではないのか

・保健所一元化は行革プランにも入っていない事柄で，当局から議会へ

の提起も唐突。選管問題と同様，委員の皆さんは与えられた議題と結論

を了承すればよいという扱いなのか

1 1 1 3



14

運営支援課の一課体制では，仙台市の子供たちの成長，発達にとって大

切な分野を一手に引き受けることになり，十分な人材配置が行えないお

それがあるのではないか。

0 0 1 1

15

子育て支援課の係のうち，児童支援係を児童クラブ事業推進室として独

立させるとしているが，児童館事業全体を担い，児童クラブ事業を独立

した事業として位置づけようとしていない。ここを改めるべき。新年度

の児童クラブ登録の選考の責任を児童館の指定管理者任せにしないよう

にするべき

0 0 1 1

16

仙台市市民公益活動の促進に関する条例の一部を改正する条例について

・市民活動サポートセンターを拠点に市民活動を広く応援をする条例か

ら，市長が言う，まちづくりに協力するような市民活動だけを促進する

条例へと変えようとしているのではないか

・条例改正の内容でも，市の責務の内容が大変薄いまま。市民や市民団

体がやればやるほど，行政の足らざるところがそのまま固定化され，拡

大してしまう。行政の仕事，制度として充実させることこそ，市民と行

政の協働の姿ではないか。

0 0 1 1

17

東西線関連では市民協働を強調しているが，バス路線再編では地域住民

の要望も提案もわずかな見直しだけではねつけてきた。バス交通も重要

な都市インフラであり，このインフラ整備こそ多くの市民から求められ

ていることではないか

0 0 1 1

18

敬老乗車証制度をめぐって運賃の約半分ほどの額を交通事業者に高齢福

祉費から支出していたのを，ことし十二月の地下鉄東西線開業を機に，

全額支出に増額することが可能なら，制度をもとどおりに戻すべきでは

ないか。敬老乗車証制度にこんなにお金がかかっているとして，高齢者

福祉の増進を願う市民の要望を聞き入れない理由にする考えなのか

0 0 1 1

4

44

4 2
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2 19

1919

19 25

2525

25

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒復興計画最終年度の問題点を指摘した質問。「被災者支援が消えてまちづくりだけが残るのではないか」は重要な視

点

11⇒選挙管理委員会の責任を指摘した質問

12⇒復興の残された課題と職員削減の関係を調査して職員削減が残された課題の遂行にとって障害になるのかどうかはっ

きりさせて質問するべき

13⇒保健所一元化が地域住民に密着した取り組みと矛盾するかどうか市民サービスの観点から調査が必要。住民にどんな

マイナスが及ぶことをはっきりさせて質問するべき



第３日目（2015.2.12）

第３日目（2015.2.12）第３日目（2015.2.12）

第３日目（2015.2.12）

3

33

3 石川建治

石川建治石川建治

石川建治

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

安倍政権について

・１０７万市民に責任を持つ市長は，安倍ハラスメントとも言える安倍

政権の対応に自治体の長としてどのような所見を持っているか

0 0 0 0

2

復興計画最終年度の新たな支援策の展開について

・被災者の生活再建や再生は見えにくいと言われる中で，本市は，被災

者生活再建加速プログラムをもとに全力を挙げることにしている。被災

者が抱えるさまざまな問題にしっかり対応するよう求める。所見を伺う

0 0 0 0

3

昨年１２月に行われた衆議院選挙の開票作業で青葉区選管が票の水増し

をした問題について

・集計の最終場面に携わった職員は限られた人数であると思われるにも

かかわらず，約一カ月も費やした調査で特定できないことについての市

選挙管理委員会委員長の認識

・本来の目的より経費削減や効率性を求める余り，人員削減などに重き

が置かれてきたことが相互チェックまでには至らない背景の一つではな

いか

・行財政改革を進めた結果として職場にあらわれている多忙化等の状況

についての市長の認識

・今後改善を図る上で，個人に過剰な負担がかからないような体制と人

員の配置などの対応が必要ではないか。市選挙管理委員会委員長の所見

・開票作業の正確さよりも，いかに開票作業時間を短縮するか，いち早

く集計するかに心を奪われてはいなかったか

・冷静に正確な作業が行える環境を整えるなど，市としての対応に見直

すべき点もあったのではないか

・これまで持ち帰り票として処理することを当然としてきたことが，ミ

スを誘発してきたのではないか。これまで選挙事務に携わった職員から

の聞き取りを行い，システム等の見直しや改善を行ってこなかったので

はないか。

・重大事故の対処や対策よりも，事故にならなかったヒヤリ・ハットの

分析こそが大切。事故の底辺にあるエラーや要因に関するデータを事故

防止に役立てようというインシデントリポーティングシステムは，再発

防止策を検討する際に有効なシステムではないか。

・市選管としてチェック機能の強化や必要な人員や財源の確保などを含

めた再発防止策の検討に，翌日開票という選択肢も視野に置くこともあ

るのではないか

2 0 3 5

4

復興計画最終年度を迎えることについて

・復興計画最終年度を迎える本市も，真の復興をなし遂げるまでは長い

時間を要することを肝に銘じ，被災者に寄り添いながら暮らしの再建を

支援し続けるというメッセージを伝える必要があるのではないか

0 0 0 0

5

県内の被災自治体への派遣職員の派遣について

・本市として今後も引き続き支援していくものと考えるが，被災自治体

の要請があれば，人材のみならず応えていくことが大切

0 0 1 1

6

復旧・復興の総括の準備について

・これから全国で起こり得ると言われる大規模災害に備えるために何が

必要か，具体に示すことが被災自治体としての責務

0 0 1 1

7

市民協働によるまちづくりについて

・これまで主に行政が担っていた役割を市民に担ってもらうとの役割変

化を求めているように見えるが，その意図

0 0 0 0

8

人口減少社会への対応について

・人口減少が本市にどのような影響を与えると考えているのか

・政策重点化ポリシーにどう反映するのか

・まとめる手法など

0 0 0 0



9

新年度予算の歳入について

・法人市民税前年度比５．３％の減は安倍政権が進める法人税減税や円

安，そして消費税率の８％への引き上げによる影響なのか，その理由

・国に対して消費税１０％への増税を行わないよう強く働きかけるよう

求める

0 0 1 1

10

仙台市中小企業活性化基金条例，仙台市中小企業活性化条例について

・昨年，本市が市中小企業活性化条例を策定するに当たり，市内の企業

１６００社を対象に行ったアンケート調査の結果をどう受け止めている

か

・毎年継続されている施策について検証はされているのか

・アンケートの結果は，企業の活性化策について市と企業との認識が大

きく乖離していることをあらわしており，改めてこれまでの施策を検証

し，拡充，継続，見直し，縮小，廃止などの仕分けを行う必要があるの

ではないか

・大企業と金融機関の役割を大学や特定非営利活動法人等と同列に置い

た理由

・条例ができれば，条例に基づいてＰＤＣＡサイクルによる事業の管理

を行う必要があるのではないか

・実施状況の検証と議会への報告，そして市民への公表を条例に明記

し，その責務を果たすよう求める

2 0 2 4

11

仙台市職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例について

・制度の活用策について，どのような検討が行われているのか

・適正な業務量の確保はもちろんのこと，業務負担の調整を行えるよ

う，代替職員の配置を含め，周りの職員の理解と負担軽減にも取り組む

よう求める

・人事評価については，例えば勤務時間比例の適正な評価方法を検討す

ることなども必要ではないか

1 0 1 2

12

バス事業の経営方針と将来像及び人員計画等について

・交通事業管理者として，今年度の事業についての自己評価と平成二十

七年度の課題などについて，どのような認識を持っているか

・バス路線の再編を理由に短絡的な職員への負担などを求めず，安全を

おろそかにすることのないよう，中長期の視野で経営に当たるよう求め

る。交通事業管理者の経営方針と決意

・バス事業の将来像についての交通事業者の所見

・自動車運送事業の人員計画について（正職員運転者の偏った年齢構成

となった現在，管理要員の人材育成，定員確保にも支障が出てきている

のではないか）

・正職員運転者の採用の再開にあたり年齢構成の是正を含めた管理要員

の養成，確保の展望，民間事業者への配慮，現在，交通局に在職してい

る非正規職員運転者の正職員への挑戦の機会等々の配慮が必要

1 0 2 3

6

66

6 0

00

0 11

1111

11 17

1717

17

３⇒青葉区選管票水増し問題の原因の分析が優れている

４⇒質問の趣旨がはっきりしない

６⇒復旧・復興がうまくいかなかった原因を分析し，それをまとめておくことは重要

10⇒条例の問題点を具体的に指摘している

12⇒バス事業の問題点を整理した質問

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】
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第４日目（2015.2.13）第４日目（2015.2.13）

第４日目（2015.2.13）

1

11

1 加藤和彦

加藤和彦加藤和彦

加藤和彦

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

西部の旧宮城地区の中心部についての機能充実について

・市が都市個性を生かした活力づくり，若い世代の方々にとっての

魅力づくりを柱に掲げても，東北インテリジェント・コスモス構想

を知っている住民にとっては，市の政策では，将来への夢も希望も

ないのではないか。

・ここで（愛子小学校，錦丘小学校，広瀬中学校）育った若者が東

京へと流れていかずに市内に職を求めて生活できるように，雇用の

確保へ力を入れているか，その計画等について当局の考え。

・地盤がよく，市の中心部からの避難を受け入れるだけの余裕があ

る宮城地区の平地の特性を生かした計画を持っているのか。

・市民の憩いの場であり，子育てに潤いを持たせるこの地域の特性

を引き出す計画を持っているか。

・宮城総合支所を単なる青葉区の総合支所としての機能を超えて，

市の出窓としての機能を付加してはどうか。

・国道四十八号バイパスを延長する場合はここ（上愛子地区）を通

してほしいと国土交通省に情報提供したらいかがか。これに行政は

どのように対応しようとしているのか。

1 0 2 3

2

道の駅について

・国道四十八号に道の駅を設置したら，効果（安全で快適な道路交

通環境の提供，地域振興への寄与，防災拠点機能）は目を見張るほ

ど上がる。これで道の駅に対する市の見方，考え方が変わってくる

と考える。当局の考え。

1 0 1 2

3

産業育成の立場からの宮城地区新都心の振興力について

・この地域の紹介を兼ねた観光コースの設定も一つの地域振興策で

はないか。

・市でも国際会議や国際スポーツ大会への誘致意欲を十分示してい

るので，力強い未来を開く愛子地区への施設建設に異存はないので

はないか。

1 0 1 2

3

33

3 0

00

0 4

44

4 7

77

7

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒仙台市の政策の中で，東北インテリジェント・コスモス構想が今どのように位置づけられているのか，前提の

分析が必要ではないか。

３⇒全ての質問に共通するが，宮城地区の住民が今何を最も望んでいるのかが見えない。質問者の個人的な希望

（構想）なのか，住民の要望なのか，後者であればその証拠を示す必要がある。
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第４日目（2015.2.13）第４日目（2015.2.13）

第４日目（2015.2.13）

2

22

2 加藤けんいち

加藤けんいち加藤けんいち

加藤けんいち

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

市民の定義について

・さまざまな条例がある中で，なぜこの時期に市民を定義されるの

か。

・法律が定める地方自治法の規定に正しく沿っているのか，再度検

証すべき。

・我が国が採用している，住民が直接選挙によって首長と議員を選

び意思決定を行う仕組みである二元代表制や，住民の意思と責任に

基づいて行政を行う住民自治の原則に逸脱しないのか。

・当局は，義務を負っていただいている住民に対してどのように説

明されるのか。

・市民を守るという危機管理の観点の重要性。

・もう少し議論が必要ではないか。

・市民は本市の区域内に居住する者に限定し，協力をいただく多様

な主体は別用語で定義するなど，おのおののかかわりを，いま一度

整理の上，進めていくことを求める。

1 0 1 2

2

建設局の事業について

・除雪対策について

（昨年度の記録的大雪の経験を踏まえた本年度の除雪対策）

（町内会を対象とした自治会除雪助成制度導入の検討の必要性）

・横断歩道の白線補修について

（市内の横断歩道の白線補修も進めていくことの重要性）

（点字ブロックによる横断歩道整備の必要性）

・私道の市道編入について

（生活道路として多くの方々が通行している私道であれば，両側の

土地を含めて四メーター以上の寄附を受け，その後に市有通路とし

て整備するなどの要件緩和はできないのか。基準の改定を検討する

時期に来ているのではないか）

（市道と市道を直結した生活道路となっている私道に対し，条件に

よっては買い取りも検討するなど，何らかの支援が必要）

2 1 2 5

3

交通事業のサービス向上に向けた取り組みについて

・定期券の払い戻し等にかかわる地下鉄乗車料金について免除する

ことを提案する。

・入学前に学都フリーパスが購入できる制度へ変更すべき。

・利用されるお客が快く乗車し，今後とも御愛用いただけるよう，

継続した研修会の開催と挨拶や言葉遣いなどに特化した研修も盛り

込むなど，安全には十分配慮しつつも，接遇マナー向上に向けたさ

らなる取り組みを求める。

2 1 2 5

4

選挙投票事務について

・投票立会人や選挙人である有権者から直接意見を聞くことができ

るよう体制構築を求める。

・なぜ前日の準備段階で確認できなかったのか。

・投票所には市職員により投票管理者を配置しているが，投票管理

者に対する説明会などはどのように行われているのか。

・意識改革の取り組み。

1 0 1 2

6

66

6 2

22

2 6

66

6 14

1414

14

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒専門家のアドバイスが必要な事項ではないか。

２⇒調査結果を踏まえ，具体的提言を伴った質問。

３⇒これも調査結果を踏まえ，具体的提言を伴った質問。
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3 橋本啓一

橋本啓一橋本啓一

橋本啓一

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

地方創生と地域活性化について

・本市の人口ダム機能が低下している実態の中で，東北の都市を牽

引する役割を担う本市がどのようにその力を発揮していくのか。

・少子高齢化に伴う地域の活力低下について，本市はどのように捉

えているのか。

・区民協働のまちづくり活動助成や活動助成団体フォローアップ事

業の取り組みをどう評価しているのか。

・今回，地域のネットワークづくりを促進するための支援策とし

て，新年度に地域の創造支援事業が計画されているが，どのような

事業効果を目指して実施していくのか。

・本市においても，札幌市のような事例に学び，本市でも企業等か

らの支援をもとにした，地域の活性化に向けた支援事業を考えるべ

き。

1 1 2 4

2

公共交通の利用促進と利便性向上について

・ＩＣ乗車券イクスカの導入二カ月が経過した現在，どの程度利用

者に購入され，どの程度利用されているのか。

・利用促進につながるよう話題性のあるものを採用して，記念イク

スカを発行すべきではないか。

1 0 1 2

3

公共交通機関乗りかえ等の利便性向上について

・現在，仙台駅西口と東口のバスプールの運用はどうなっているの

か。利用者にとって使いやすくわかりやすいものになっているの

か。

・地下鉄東西線開業後は，仙台駅西口のバスプールはどのように再

編されるのか。

0 0 0 0

4

民間活力を生かしたまちづくりについて

・平成二十七年度末までに，国道四号である東二番丁通ほか主要路

線の一部が国より本市に移管されることになるが，車線減少を具体

的にどう進めることになるのか。

・十二月の東西線開業に当たり，この東二番丁通をどういう位置づ

けにして活用を進めるのか。

・勾当台公園グリーンハウスの利活用の見直しについて

（グリーンハウスの機能移転の検討の必要性）

（時代に合った活用を考える時期に来ているのではないか）

（多くの市民が，魅力あふれる施設として公園と一体的な活用を望

んでいる）

1 0 2 3

5

民間活力を生かしたまちづくりについて

・仕事や暮らしに役立つ業務，オフィス，店舗，居住機能も兼ねた

複合施設としての整備を考える必要性。

・公園の使い方や規制に対して弾力的な運用を検討する時期に来て

いるのではないか。

・ベンチや遊具にもネーミングライツを活用するなど，その拡大を

図る必要に迫られているのではないか。

1 0 1 2

6

本市の障害児就学指導対策について

・知的障害の特別支援学校に入学する子供の数が，本市において具

体的にどのくらいふえているのか。本市の傾向と，平成二十七年度

四月入学者数の見込み。

・現在まで本市に対して，県からどのような協力要請が届いている

のか。

1 0 1 2



7

統合廃止される学校施設の保全と利活用について

・使用されなくなった学校施設は，その後の用途が決定するまでに

どのような保全がなされるのか。

・旧松陵小学校跡施設の利活用について，現在の協議状況並びに検

討状況。

1 0 2 3

8

今後の学校整備方針について

・学校整備や統廃合の新たな方針作成に当たり，先々を見据えた創

意工夫が求められるのではないか。

1 0 1 2

9

新市立病院について

・小児救急医療について

（新病院開院から約三カ月が経過したが，この間，夜間休日こども

急病診療所の患者数はどうであったのか）

（こども急病診療所から重症等のため二次転送となった患者のう

ち，市立病院へ転送された患者さんの割合はどのようになっている

のか）

（夜間休日こども急病診療所の設置により，小児の場合，軽症の患

者さんはこども急病診療所へ，重症等の場合は市立病院救命救急セ

ンターへという役割分担が明確になることが期待されていたはずで

あるが，新病院開院後，想定どおり進んでいるのか，小児科の患者

の動向に変化はあったのか）

・精神科医療について

（四人の医師が新市立病院に勤務することを選んだ理由をどう分析

しているのか）

（今後の取り組み）

・患者サービスの向上について

（新病院開院から約三カ月が経過したが，紹介・予約制外来につい

て，待ち時間等の短縮も含め，現段階での状況をどう評価されてい

るのか）

（今後の課題）

0 0 1 1

10

旧病院跡地の処分について

・跡地の処分と利活用に関して，本市としての考え方やまちづくり

との関連性など，その具体的な方向性やスケジュール等を明確に示

すべき時期に来ているのではないか。

0 0 0 0

7

77

7 1

11

1 11

1111

11 19

1919

19

１⇒「企業の社会貢献活動を応援する取り組み」と「市民，事業者からの寄附を財源としたまちづくり活動を応援

する制度」について，本市と札幌市の違いを具体的に示し，札幌市がやっていることを何故仙台市ができないの

か，こうすればできるのではないかと追及する必要がある。

２⇒イクスカがどの程度利用者に購入されているのかは事前に調べておく必要がある。

３⇒現在の仙台駅西口と東口のバスプールの運用状況は事前に調べておく必要がある。

４⇒具体的提言を伴った質問。

６⇒入学する子供の数が具体的にどのくらい増えているのかは事前に調べておく必要がある。

９⇒データは事前に調べ，データに基づき質問する必要がある。

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】
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4 佐藤和子

佐藤和子佐藤和子

佐藤和子

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

都市計画道路整備について

・事業の進め方について

（都市計画道路の整備はどのような流れで進められているのか）

・地元住民への説明について

（道路整備について本市は住民への説明をどのような姿勢で臨まれ

取り組んできたのか）

・現在整備中の郡山折立線鈎取工区の整備について

（アパートやマンションにお住まいで町内会に加入されていない

方々，特に影響を受ける住民に対しては，丁寧かつ誠実な説明を重

ねることが重要）

（具体な整備概要や進捗状況などについて、もっと早い段階での説

明や個別対応に努めるべき）

・工事の安全対策について

（今後，安全対策に万全を期すことを求める）

2 0 2 4

2

乳幼児健診について

・乳幼児健診の未受診者の分析について

（未受診者対策で最終的に直接把握ができない子供は何人ぐらい

で，ここ近年，どのような傾向になっているのか）

（どのような理由で受診できなかったのか）

（未受診者の状況をどのように分析されているのか）

・未受診者対策の課題と今後の取り組みについて

（人員体制を強化し，さらなる対策を求める）

（これまでの未受診者対策の課題と今後の取り組み）

・未受診者対策につながる休日健診の実施について

（休日健診の実施を強く求める）

2 2 2 6

3

市有施設への自動体外式除細動器ＡＥＤ設置について

・市民センターにおける自動販売機業者によるＡＥＤ設置について

（自動販売機は三年から五年ごとに更新となるが，自動販売機業者

によって設置されている十八施設については，継続して更新できる

のか，自動販売機業者によるＡＥＤ設置の現状と，今後どのように

お考えなのか）

・コミュニティ・センターのＡＥＤ設置について

（コミュニティ・センターに早急に整備すべき）

2 0 2 4

4

避難所の環境改善に有効な段ボールベッドについて

・段ボールベッドの認識について

（本市としては，段ボールベッドについてどのように認識されてい

るのか）

・段ボールメーカーとの防災協定について

（ぜひ紙製造業者との防災協定を締結すべき）

・防災訓練での活用について

（本市としても，避難所運営の訓練の中で，中学生らを中心に段

ボールベッドの実技訓練を取り入れてはいかがか）

2 2 3 7

8

88

8 4

44

4 9

99

9 21

2121

21

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

２，３，４⇒現場調査，他都市の事例を踏まえ，具体的な提言を伴った優れた質問（特に４）。
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5 ふなやま由美

ふなやま由美ふなやま由美

ふなやま由美

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

社会保障の充実と国民健康保険制度について

・社会保障の原則は、憲法第二十五条や憲法第十三条の生存権や幸福追求

権保障にうたわれ、国民の権利保障に責任を負うのは、個人や家族、住民

相互ではなく、国にあることを明確にしている。市長は，この立場に立っ

て安倍内閣の進める医療，介護の連続改悪に反対の声を上げて，安心の社

会保障の充実に責任を果たすよう強く求めるべき。

・県の後期高齢者医療広域連合の連合長を務める奥山市長は，政府に対し

て，低所得者や後期高齢者医療制度加入前に被用者保険の被扶養者であっ

た方々の保険料を軽減するため，特例措置を継続するよう強く求めるべ

き。

・市が引き上げた国保料で，多くの市民が暮らしていけないと命の危機に

立たされていることに，奥山市長は心が痛まないのか。

・新年度の保険料の引き上げを見送る財源は十分にあるので，引き上げの

中止を求める。

・本市も名古屋市のように独自の所得控除を制度化し，期間を限定せずに

実施すべき。

・保険料の均等割部分について，昨年九月に低所得者の軽減を実施してい

るが，こうした低所得者の軽減措置をさらに継続し，拡充すべき。

・大阪府四條畷市のような先進的な取り組みを参考にし，市民がもっと保

険料減免制度を活用できるように改善すべき。

・特別調整交付金の繰越財源を見れば，被災者医療費免除の打ち切りや，

対象を限定しなくても，十分に実施できたことがはっきりしているのでは

ないか。被災者への支援を渋らず，命を守るために，もとの制度に戻すべ

き。

・国保法第四十四条の窓口負担の減免制度を必要な市民が活用できるよう

にすべき。

・国保法第四十四条減免の法の趣旨をしっかり生かした運用になるよう，

国に対して，基準の拡大と，自治体判断で対象を拡大し支援したものにつ

いても半額の費用負担を行うよう，改善を求めるべき。

・高過ぎる保険料を納め切れない市民に対して，保険証を取り上げ，一旦

窓口での全額支払いを求める資格証明書の発行についても，この際ゼロに

する方針を持つべき。

・市民の生活状況を把握し，親身に寄り添って対応し，機械的な差し押さ

えや滞納処分を行わないことを強く求める。

・国民皆保険制度の基盤をなす国保制度を維持し運営する責任は，第一義

的に国が担っている。国庫支出金を抜本的にふやすことを強く求めるべ

き。

・都道府県単位化は，命を守る制度としての改善を強く願う市民にとっ

て，何一ついいことはない。都道府県単位化に反対の声を上げるべき。

・財源確保といえば消費税大増税しか思いつかない国の路線をただ追認す

るのではなく，市民生活を守る立場で行動し発言することを市長に求め

る。

【追加】

・今，市民は，高い保険料の負担に苦しみ，さらに病院の窓口では医療費

の窓口負担に苦しみ，本当に二重三重に苦しんで，暮らしていけないよう

な状況にまで追い詰められていることについて，もっと深刻に真剣に受け

とめる必要があるのではないか。これをもっと引き下げることが求められ

ている。二年目，新年度に値上げ，引き上げとなるようなことは中止すべ

き。

・国から特別調整交付金について多額の繰越金や償還金を生じさせている

ことを恥ずべき運営だと思わないか。新年度さらにもとの制度に戻して実

施すべき。

・都道府県単位化で高過ぎる国保料の改善にはならないし，市民にさらに

一層深刻な事態を招くという点について，奥山市長は都道府県単位化に反

対の声を上げるべき。

・支払い能力をはるかに超える国保料を引き下げるために，仙台市は力を

尽くすべき。

・困難を来す自治体が幾ら寄り集まっても，問題解決にはならない。顔の

見える自治体が，住民の現場でもって運営していくというのが国保の原

則。都道府県単位化はやめるべきだと，はっきりと言うべき。

2

22

2 2

22

2 3

33

3 7

77

7

1

2 2 3 7

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】



第４日目（2015.2.13）

第４日目（2015.2.13）第４日目（2015.2.13）

第４日目（2015.2.13）

6

66

6 ひぐちのりこ

ひぐちのりこひぐちのりこ

ひぐちのりこ

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

質の高い保育の確保について

・子ども・子育て支援新制度の施行に伴い，来年度から始まる新た

な制度での保育利用の申し込みが行われ，一次選考の結果が送付さ

れて，新規の申し込みが四千八百三十三人あり，うち千三百三十人

が選考されなかったが，どのように対処しているのか。

・二年連続，待機児童がふえているが，来年度の見込み。

・現在のせんだい保育室の課題について

（アンケート後の変化）

（新制度のもと，どのように待機児童解消を進めていくのか，今後

の見通し）

（一方的な国の制度の変更で，施設改修や移転について，みずから

の持ち出しについての困惑の声についての認識と課題解決）

（子供が三歳になったときに，また次を探すことへの不安の声に対

する本市の見通しと保護者への説明）

（本市での制度変更による事務量などの変化）

（国に対し，保育の公的責任を拡充し，自治体からの意見聴取を踏

まえた十分な議論と不安や疑問を払拭した上での周知徹底を図り，

設置者への補助や自治体の負担への対策も含めて必要な措置を講じ

ることを求めるべき）

（これ以上，公立保育所を減少させないことを求める）

【追加】

・一次を落ちた方への対応

・せんだい保育室の実績についての評価，移行するためのスムーズ

な運営をどのように考えているのか。

1 0 2 3

2

核家族化が進み，産後の世話や子育てを家族だけで担うのは難しく

なってきていることについて

・地域における切れ目ない妊娠出産支援の強化や，産後の母子を中

心とした専門職による育児支援が求められているのではないか。

・産後ケア事業の基盤整備を求める。

・産前からの支援として，一歩進んで，個別に応じた子育て情報等

を発信することが必要ではないか。

1 2 2 5

3

乳幼児の事故防止対策について

・乳幼児の健診場所となる保健福祉センターでも，のびすく仙台の

事故防止に関する資料などの展示を行い，事故防止の啓発をする必

要があるのではないか。

1 0 1 2

１⇒社会保障の充実と国民健康保険制度の問題点を絞り，他の先進事例も適切に紹介し，改善の方向を明確に指摘

した優れた質問。



4

多様な性を認め合う施策，性的マイノリティー，少数者の理解につ

いて

・いまだに偏見や差別が放置されていることは人権上の問題として

取り組むべきではないか。

・さまざまな形での相談体制ができつつあり，拡充すべきと考える

が，現在の状況と今後の取り組みについて

・性的マイノリティーの学童期のいじめ被害についての現在の対応

及び今後の対策

・教員に対する調査の周知と研修

・職員の研修

・性別表記への配慮

・障害者や性的少数者と災害につき，男女共同参画センターで取り

組んだ内容と成果

・本市の施策において，（条例で）性的指向と性的自認による差別

禁止などを明記すべき

2 2 2 6

5

動物愛護行政について

・二〇一二年九月に動物の愛護及び管理に関する法律が改正され，

飼い主は最後まで責任を持って飼育することが明記され，これに従

わない場合，本市でも犬，猫の引き取りが拒否できるようになり，

致死処分の減少につながったと考えるが，取り組み状況。

・周辺の環境に配慮すること，動物の正しい飼い方を小さいころか

ら学ぶことについての本市での取り組み。

・市民の動物に対する理解と啓発の重要性。

1 0 2 3

6

66

6 4

44

4 9

99

9 19

1919

19

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒せんだい保育室の課題を整理した質問。

２⇒先進的な他都市の事例を適切に引用した質問。

４⇒問題点を把握し，具体的な提言を伴った優れた質問



第４日目（2015.2.13）

第４日目（2015.2.13）第４日目（2015.2.13）

第４日目（2015.2.13）

7

77

7 及川英樹

及川英樹及川英樹

及川英樹

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

ソーシャルメディア対策について

・過剰なメディアなどとのかかわり方の問題を本市はどのように認

識しているのか。

・本市はどのように対策を講じているのか。

・この四月から，各保健所を統合し，組織が強化されるのであるか

ら，メディア等実態調査に基づき，この問題に取り組む必要がある

のではないか。

・スマホや携帯などを使い続けることによる悪影響についての学校

単位の課題と対策をどのように認識し，今後，対策をとっていくの

か。

・未来を担う子供たちを安心し育む環境や仕組みづくりが重要。認

識と取り組み。

1 1 1 3

1

11

1 1

11

1 1

11

1 3

33

3

１⇒重要な問題であり，他都市の事例も引いているが，この問題について仙台市の現状がどうなっているか，他都

市の事例も比較し，何が不足しているのか，今何をなすべきかの指摘が不足している。本市の足元の調査に力を入

れる必要がある。

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】



第５日目（2015.2.16）

第５日目（2015.2.16）第５日目（2015.2.16）

第５日目（2015.2.16）

1

11

1 大泉鉄之助

大泉鉄之助大泉鉄之助

大泉鉄之助

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

昨年十二月の衆議院議員選挙と最高裁判所裁判官国民審査にかかわる

不適切きわまる集計と本市行政の組織内の不祥事が続発する体質，風

土，環境の実態について

・第三者委員会の審議対象に投票所における管理と監視のあり方も含

めるべき

・特に平成二十二年，人事部が人材育成部へと変わったあたりから，

不祥事が続発してきている。組織が病んでいる，化膿しているのでは

と思えてならない。これを当局は何と心得，どのような分析を行って

いるのか

・できる職員の育成に力を注ぎ，本来全体の奉仕者として当たり前の

ことを当たり前に処理し，間違いなく職務に精励する地道な，実直な

職員育成を推し進めることに意を用いてこなかったのではないか

・市民協働のまちづくりを標榜する本市において，市民の信頼を根底

から失墜させるものではないか

・不祥事が多発する風土を醸成してきたことと議会側の責任

・責任を負うべき人間が毅然として断固責任をとり，後に続く職員に

率先垂範，見せしめとして，教訓として，全体に注意喚起を醸し出す

ことを怠ってきたのではないか

・ミスを起こさない体質と訓練，起こしたミスは再点検で確実に発

見，発見したら振り出しに戻ってやり直す。その全てを包み隠さず報

告する，全てを上司や同僚に気さくに率直に話せる環境風土，常日ご

ろから営まれるべき人間関係や上下関係，連帯意識の醸成，全組織が

全精力を駆使して，根本的な体質改善，動脈硬化の敢然治療，血液の

入れかえの断行，を推進する必要があるのではないか

1 0 1 2

2

まちづくり政策局について

・発足一年目，食い足らないという感懐を否めない

・まちづくり政策局は，いわゆる二役の知恵袋，シンクタンクであ

り，企画，政策立案が大事ではないか

1 0 1 2

2

22

2 0

00

0 2

22

2 4

44

4

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒原因分析と再犯防止策との関係が不明確である。提言している再犯防止策が抽象的



第５日目（2015.2.16）

第５日目（2015.2.16）第５日目（2015.2.16）

第５日目（2015.2.16）

2

22

2 野田譲

野田譲野田譲

野田譲

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

音楽ホール整備について

・アンケート調査結果に対する感想と，音楽による心の復興について

の認識

・今回の予算案に音楽ホール整備検討調査費二千万円を計上している

ことは，本市として整備する，前に進めるんだという決断をされたと

理解してよいか

・予算を計上するに当たっての意気込みと，これによってどのような

検討調査をどこまで進めるのか

・あすと長町地区や仙台駅東口における民間音楽ホールの整備とのバ

ランスなども考慮し，施設の意味づけ，まちづくりとの関連から，立

地場所を確定した上での調査費の計上ではなかったのか

1 0 1 2

2

仙台うみの杜水族館の周辺整備と，蒲生海岸公園について

・水族館までは荒井駅から約六キロメートルの距離がある。そのアク

セスについてはどのように考えているのか

・現状でも土日休日の交通渋滞が激しく，水族館の開園によりさらな

る渋滞が予想される。当該地区の都市計画を変更する必要はないの

か，現状の認識と今後の見通し

・交通渋滞が激しくなることが予想されるので，整備スケジュールが

おくれている高砂中央公園に設置予定の野球場の計画を見直し，蒲生

海岸公園の隣接地を買い取ってでも移転するといった，方向転換が必

要ではないか

・蒲生海岸公園は現状での復旧が前提とのことであるが，改めて国が

現状での復旧にこだわる理由を明らかにしていただきたい。この件に

関し，国にどのような要望をしたのか

1 0 1 2

3

青葉区選管の不正処理問題とあわせて，職員の意識改革について

・この問題全体に対する市長の認識

・報道機関からの最初の指摘があったときに，まずミスを疑って迅速

に調査を開始するという意識に至らなかったのか。これはごく初歩的

な危機管理の問題ではないか

・選挙の票だけの問題ではなく，市民が納めている税金や待機児童の

問題でもある。単なる机上における数字の羅列にしか見ていないので

はないか。それが今回，仙台市政に対する信頼の失墜につながってい

るのではないか

・職員倫理と法令遵守に関し，職員の教育研修体制について（教育研

修体制と職員全体の意識改革をどのようにリンクさせて取り組むの

か）

・全職員の公務員倫理，法令遵守を再確立することを含めた意識改革

が厳しく問われている。一票一票に対する選管，市職員，全当事者の

認識を改めることが求められている。市長の決意

1 0 1 2

4

長町に移転した市立病院について

・診察の受付時などに名前を呼ぶかどうか，利用者が選択できるよう

なシステムを検討してみてはいかがか

・病院の近くに調剤薬局がまだ十分に整備されていないことについて

1 0 1 2

5

ＮＰＯ法人支援のあり方について

・ＮＰＯ法人の制度に対する当局の認識と，本市におけるＮＰＯ法人

と行政とのかかわりについて

・補助金等が一部の団体に偏って渡っているともとられかねない。公

平性を確保するためにどのような対策を講じているのか

・仙台市の補助や助成に頼らずに頑張って活動している法人をより強

力に支援，応援するための体制や，補助制度等の工夫，改善が必要で

はないか

・仙台市震災復興計画においても，財政との整合や，きずなと協働に

よる柔軟で創造的な推進という視点を掲げ，震災復興とその先の未来

を見据えたまちづくりに取り組んでいる本市の考え

0 0 0 0

4

44

4 0

00

0 4

44

4 8

88

8



【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒民間調査会社による市民へのアンケート調査では，必要性が賛否相半ばするということであれば，反対意見につい

てどのように考えるべきかも明らかにする必要があるのではないか

３⇒「単なる机上における数字の羅列にしか見ていない」ということであれば，教育研修では改善できない問題になら

ないか。原因と再発防止は表裏の関係にある。原因の分析を深める必要がある

５⇒補助金等が一部の団体に偏って渡っていることを問題にするなら，具体的なケースを明らかにする必要がある



第５日目（2015.2.16）

第５日目（2015.2.16）第５日目（2015.2.16）

第５日目（2015.2.16）

3

33

3 小野寺健

小野寺健小野寺健

小野寺健

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

国連防災世界会議について

・四万人以上が集まると見込まれているが，この予測数字は本当に妥

当な数字なのか

・実のところ，やってみないとわからない不確定要素も案外多いので

はないか

・百七万人市民の盛り上がりも必要なことではないか

・市民の方々への周知をさらに徹底するなど，手を尽くしていただき

たい

・成功したと言えるレベルはどの程度と考えているのか

・終了後の総括はどのように行うのか

・仙台市におけるＭＩＣＥの考え，指針について

（観光客にとって重要な観光スポットを満喫することは，ＭＩＣＥ参

加者にとって重要な要素ではない）

（仙台市においては，現況，全庁を挙げて海外向けの誘致活動をされ

ているが，今回の国連防災世界会議においては，この視点が欠如して

はいないか）

（誘致セールスプロモーション担当者は，その違いをよく理解し，

ターゲットであるＭＩＣＥ主催者について，ニーズに沿ったアプロー

チをしていくことで誘致成功率を高めることができる）（伊藤副市長

の所見）

1 0 1 2

2

海外プロモーションについて

・ことしの一月二十三日付の福島県の地元紙福島民報によれば，福島

市の福島わらじ祭りを含む，東北六県の県庁所在地の代表的な祭りが

ミラノ国際博覧会に参加する見通しとなったと伝えているが，記事の

内容でいいのか。よいとすれば，今回もこの制度を利用して参加する

のか。今回の万博のプロモーションの規模はどのようになってくるの

か。

・アメリカ物産フェアで事業の総括と継続性について

1 0 0 1

3

広報戦略について

・地域の魅力をしっかりと情報収集し，ＰＲ戦略を構築し，ターゲッ

トに響く情報開発をする必要性がある

・新年度，改めて広報戦略を再構築し，人員体制の強化など自治体間

ＰＲ競争に勝ち残れる広報の基盤整備を求める

0 0 0 0

4

公文書の管理について

・公文書管理法制定以降，自治体の努力義務とされる公文書管理につ

いて，仙台市としてどのような対策，対応をとってきたのか。また，

これからどのような対応，対策をとっていくのか

・例えば公文書館として新たな施設を建設するのではなく，小中学校

で使用しなくなった施設などを公文書館として再整備するなど，財政

負担を軽減しながら，適切な公文書管理を進めるための工夫をしてい

くことはできないのか

・震災関連資料の保存，利活用について積極的な取り組みを求める

0 0 1 1

5

子供の心の問題について

・名古屋の女子学生が，七十七歳の女性を殺害したとして逮捕された

事件を踏まえ，教育現場でどのような対策対応をとっていくのか教育

長に伺う

・子供たちの心のケアの今後の取り組みについての子供未来局長の所

見

1 0 0 1

3

33

3 0

00

0 2

22

2 5

55

5



１⇒国連防災世界会議にＭＩＣＥの視点が欠如しているということであれば，どのように欠如しているのか具体的に指

摘する必要がある

２⇒ミラノ国際博覧会に参加する予定かどうかは事前に調べて質問する必要がある

３⇒仙台市広報戦略が成功してないと判断する根拠と理由が不明。提言内容が抽象的。何をどうする必要があるか具体

的に指摘する必要がある

４⇒公文書管理について，仙台市としてどのような対策，対応をとってきたのかは事前に調べておく必要がある

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】
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第５日目（2015.2.16）第５日目（2015.2.16）

第５日目（2015.2.16）

4

44

4 渡辺博

渡辺博渡辺博

渡辺博

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

市民協働について

・これまで市民協働関連施策は滞りなく執行され，基本的には問題は

ないものと認識しているが，市長の認識

・今，検討されるべきことは，現条例が有効に運用されているかどう

かであり，さらなる運用の可能性ではないかと考えるがいかがか

・市民協働の精神を仙台市民の活動に生かしていく方策の検討，ＮＰ

Ｏ団体に力を蓄えていただく方策を考えることが大事ではないか

・市民協働を進めるに当たっては，活動主体に善悪が混在することも

認識すべき。防止策が講じられるべき。仙台市民が不利益をこうむら

ぬよう，リスク回避の方策こそ検討されるべき

・まちづくりの責任は，公選によって選ばれた仙台市長，議会議員に

ある。市民協働は，その認識のもとに行われるべき

1 0 1 2

2

政策重点化ポリシーについて

・取り上げる政策テーマは，現在，何を想定しておられるのか

・本市が新たに強化すべき政策テーマは，教育，治安であると考え

る。この政策テーマの位置づけはどうなっているのか

・過密，過疎のアンバランスが起きており，対応が求められている。

重点化ポリシーの中にどのように位置づけられるのか

・これから作成される案を議会側が検討する際，時間を十分持てるよ

うな配慮も必要

0 0 0 0

3

安心・安全のまちづくりについて

・建設，維持管理の現況

・平成二十六年四月，国の社会資本整備審議会道路分科会から，道路

の老朽化対策の本格実施に関する提言が出されたが，この提言につい

ての認識。仙台市としての対応

・現況の認識

・膨大な距離になる市道の維持管理のウエートの認識

・本市においても予算運用のかじを，維持管理に大きく切る時期に来

ているのではないか

・一般会計の配分の視点でも，道路予算の増額の検討が必要

0 0 0 0

4

・今回の衆議院選挙開票に係る調査の過程で明らかになった，国民審

査の票の誤廃棄の原因をどう考えているのか

・本市の公文書の取り扱いに関して，根本的な検証，そして根本的な

対処が求められているのではないか

・歴史的公文書の取り扱いについてのこれまでの検討経過と結果，今

後の取り組み

0 0 0 0

5

仙台市内に配置された体育施設の維持管理に関して

・老朽化が急速に進行している仙台市の体育施設に対する認識

・昨年実施された仙台市体育館の大規模改修基本計画策定業務の結果

と評価，今後の進め方

・体育施設の基本調査を計画的に進める時期に来ているのではないか

0 0 0 0

6

子育て支援について

・現在の仙台市の子育て支援の流れをいかに認識しているか

・産後ケア事業の認識と今後の取り組み

・現在の取り組と今後の取り組み

・子育てしやすいまち仙台，子育て環境日本一を目指し，一層の取り

組みを期待する

0 0 0 0

1

11

1 0

00

0 1

11

1 2

22

2



【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒現条例が有効に運用されているのかどうか，されていないとすればどこに問題があるのか。市民協働から逸脱した

ＮＰＯ団体の防止策だけが問題なのかどうか。問題点を具体的に指摘する必要がある。まちづくりの最終責任が市長，

議会にあると認識する必要があるということと市民協働がどう関係するのか不明

２⇒現在何を想定しているかは事前に調べておく必要がある。本市が新たに強化すべき政策テーマが教育，治安である

ことの根拠を示す必要がある

４⇒誤廃棄の原因について質問者の認識を明らかにして質問する必要がある

５⇒仙台市体育館の大規模改修基本計画策定業務の結果は事前に調べておく必要がある

６⇒産後ケア事業の現状は事前に調べておく必要がある
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第５日目（2015.2.16）

5
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5 鈴木広康

鈴木広康鈴木広康

鈴木広康

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

復興の形が見えてきた今だからこそ，心の復興にしっかりと取り組ま

なくてはならない。市長の所見

0 0 0 0

2

新しい仙台の姿の新生仙台を，市民の皆様とともに築き上げていく先

頭に立つ市長の所見

0 0 0 0

3

被災市町からさらに職員派遣要請があれば，本市はできる限りの協力

をすべきである。市長の考え

0 0 0 0

4

職員のコンプライアンスについて

・本市から今後派遣される職員については，派遣前にしっかりとコン

プライアンスの研修や教育，そして激励をすべき

0 0 1 1

5

国連防災世界会議について

・国内において同日に，北陸新幹線，金沢，富山，長野間の開業よう

な行事があることの認識はあるのか

・世界会議まで一カ月切った今後の対応

・必要性の高い歩行者案内地図の更新はいつごろまでに完了させよう

と考えているのか

0 0 1 1

6

児童クラブにおける児童受け入れ拡大について

・児童クラブまでの安全確保等の対応

・放課後児童クラブの受け入れを小学校六年生まで可能にするための

受け入れ計画

・受け入れ枠拡大のガイドラインを策定し，教育委員会にも示してい

く必要性

・認可保育所で三歳未満児の保育をする際には，卒園後の連携施設は

必要になるのか

・小規模保育における連携施設確保の課題が解決のめどが立っていな

い中で，認可保育所においても三歳未満児専用をふやすことになるの

で，行政がしっかりとした小規模保育との施設連携プランやシステム

を考えなくてはならない

（追加）

・三歳未満児専用認可保育所の認可保育所の場合には，認可の部分で

の卒園後の連携施設は必要になるのか

・幼稚園も含めた教育関係の施設に働きかけるだけでは十分ではない

のではないか

1 0 2 3

7

仙台で暮らしたい，子育てしやすいまちづくりを目指す，本市の新た

な取り組みについて

・本市においても企業子宝率という指標による調査を行い，行政，企

業，地域が一体となって，子育てしやすいまちづくりをさらに前進さ

せる取り組みを進めてはいかがか

1 1 2 4

8

外郭団体の見直しについて

・本市外郭団体の統廃合の実績と効果

・仙台市土地開発公社を公益社団法人仙台建設公社と一緒にすること

も視野に入れてはいかがか

・土地の先行取得等に係る事業は仙台市土地開発基金に一本化しては

いかがか

1 0 2 3

9

本市インフラ安全対策について

・調査により何カ所の路面下の空洞が発見されたのか，またその結果

を踏まえ，本市における路面下空洞化対策をどのように計画している

のか

・管渠施設等の耐用年数を考慮すると，水道，下水道と連携しながら

路面下空洞検査を定期的に実施していくことも今後必要ではないか

1 0 2 3



10

不登校児童生徒について

・本市の不登校児童生徒数はどのように推移しているのか。不登校に

なった理由はどのようになっているのか

・これまで本市が指導要録上，出席扱いと認める市内のフリースクー

ルはどれくらいあるのか

・不登校児童生徒であっても，それぞれの子供の能力を生かせるよ

う，子供たちの側に立った支援策の検討，フリースクール等に通う児

童生徒の保護者が支払う月謝等の負担軽減策等の検討を進めていくべ

き

1 0 2 3

5

55

5 1

11

1 12

1212

12 18

1818

18

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

６，７，８，９，10⇒具体的な改善策を伴った質問
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第５日目（2015.2.16）
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6 高見のり子

高見のり子高見のり子

高見のり子

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

2

22

2 1

11

1 3

33

3 6

66

6

1

市民が安心して住み続けられる公営住宅施策について

・住まいは人権という立場に立った，市民の住まいに対する権利と自

治体の責務について，市長の考え

・復興公営住宅について

（・抽選の結果を見ても市長は復興公営住宅の数が足りないという判

断には至っていないという認識なのか）

（・車椅子住戸の要件緩和を行うなど優先順位の方に入居調整を行っ

ても復興公営住宅が足りない。根本的な問題の解決にならないことは

明らか。優先順位の中でも，車椅子住戸を希望しない方や場所が合わ

ない方もいるはず。そういった方はどうするのか）

（・何度抽選を行っても不足は明らか。二Ｋの間取りを含め，復興公

営住宅の整備戸数をふやすことを決断すべき）

（・なぜ防災集団移転事業でできた被災者への配慮が，復興公営住宅

の建設でできなかったのか）

（・被災者の事情をよくわかっているのに対応しなかったのは，市の

責任。復興公営住宅を希望する全世帯訪問を改めて行って，被災者の

希望に合った整備をすべき）

（・被災者支援を担当する生活再建推進室と，復興公営住宅の建設を

担当する復興公営住宅室が，どのような連携をとっていたのか疑問。

復興事業局の中に復興公営住宅室を置くべき）

・入居資格について

（・市は，福島からの原発避難者で，一部損壊の判定で公費解体した

方の復興公営住宅への入居を認めていない。市は，原発事故によって

ふるさとを追われ，苦渋の決断をしているこういった方を排除して，

住宅再建が完了したなどと言うつもりか）

（・敷金については免除する決断をして，これまで支払った方には返

還をすべき）

（・復興公営住宅に市営住宅の基準を機械的に適用すべきではない）

（・家賃についても，高過ぎて負担が重い，高い家賃で生活資金が不

足するので引っ越しできないなど，不安の声が届いている。市独自の

家賃減免制度をつくるべき）

・市営住宅の収支と復興公営住宅の建設に当たって国から補助が八分

の七出ることも勘案すれば，必要な復興公営住宅をふやすことは十分

可能ではないか

・市は市営住宅の供給目標をきちんと持って，思い切って市営住宅を

ふやすべき

・県営住宅については，県に対して減った分は建設するよう強く求め

るべき

（追加）

・大きく不足しているのは，二Ｋタイプ。希望の多い地域は，これま

での抽選で十分わかっているはず，今すぐ増設の決断をしないと，時

期を失することになる

・市営住宅の供給目標を持って，思い切って市営住宅をふやすべきだ

2 1 3 6

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒公営住宅施策の問題点，特に復興公営住宅の問題を調査に基づき鋭くついた優れた質問
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第５日目（2015.2.16）

7
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7 大槻正俊

大槻正俊大槻正俊

大槻正俊

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

戦争の記憶を広く伝えようとの取り組みについて

・仙台市として，戦後七十年をどのように捉え，戦争の記憶と平和の

とうとさをどのように伝えようと考えておられるのか

・仙台市としても戦災復興記念館や各文化センターで企画して，資料

展示など平和祈念の取り組みを行うことを求める

・江東区の東京大空襲・戦災資料センター，福岡市博物館のような取

り組みを集中的に行っていくことを求める

・戦災復興記念館の資料展示室は，広報を強め，国連防災世界会議等

で訪れる方々を初め，戦争の記憶，戦後の仙台復興の歩みを知ってい

ただくことが重要。市民団体の方々の取り組みを可能な限り，広報協

力するなどして，多くの市民に見てもらうことで意義ある年にしてい

くべき

1 2 2 5

2

福島第一原発事故に関連して

・仙台市で対応に要した経費（三カ年度）四億四千九百九十六万円が

いまだに持ち出し。東京電力に請求はしたものの，いまだに支払われ

ておらず，全く不誠実な対応。この間，どのように請求し，どのよう

に取り組まれたのか。もっと別の角度からの強い取り組みも必要では

ないか。

2 0 2 4

3

女川原発等の原子力施設において，万が一事故が発生し，本市にも影

響が及ぶ場合について

・福島第一原発事故での五十キロ圏の被害状況を見るときに，加えて

気象条件によっては女川からの距離を考慮すると仙台市にも甚大な被

害をもたらす。十分かつ効率的，統一的なデータ収集ができる体制づ

くりを求める

・宮城県の広域避難の対応について

（・石巻市と東松島市から約六万人の方を仙台市に避難させるとのこ

とであるが，三・一一東日本大震災の経験から，仙台市民及び交流人

口の方々で仙台市内の避難所はいっぱいになることが十分想定され

る。）

（・そもそも六万人もの人をどこでスクリーニングするのか）

（・約六万人の避難住民の受け入れは長期化することも予想され，

三・一一では開放されなかった宮城県の持っている施設の開放など，

より責任ある対応を宮城県に対して強く求めるべき）

・仙台市のような五十キロ圏の自治体は，事故対策及び避難計画，さ

らには原発再稼働に対して意見を言える立場を明確にすることを強く

求めるべき

・これまでは県と立地自治体のみに安全協定の対象が限られてきた

が，明らかに被害を受ける自治体や，その住民の合意が得られない形

で進めるべきではない。国に県に強く求めていくべき

2 0 2 4

4

教育委員会制度改革について

・地方教育行政法改正において，国の関与はどのように広がったと考

えているのか

・教育委員会が教育長の付属機関という誤解を生み，誤解に基づく関

係性を固定化してしまう可能性が強まる

・ワンマン教育長や首長の暴走といった現象を生み出すことにもなり

かねない

・今後は教育の政治からの中立性もこれまで以上に意識しなければな

らない

・子供たちの教育条件整備を前進させるものとしなければならない

・仙台市においても，教育委員会新制度の施行に当たっては，こうし

た不安や危惧の声を踏まえた対応を図ることが必要。市長の考え

1 0 2 3

5

貧困対策について

・生活困窮者自立支援法の新設事業の自立相談支援，就労準備支援な

どの取り組みは，しっかりと実態調査を行い，より具体な実態に沿っ

た取り組みとして推進させていくべき

・被災者が施策があることを知らなかったなどとならないように，周

知徹底すべき

1 0 2 3



6

子供の貧困対策について

・仙台市で低所得の子供のための学習サポート事業の実績，効果。早

急な設置と設置数の大幅な拡大を展望し，積極的な事業展開を求める

・返済義務のない給付型奨学金を創設することを求める

・高等学校等就学資金借入支援制度の利用が伸び悩んでいる。早期の

改善を求める

1 0 2 3

8

88

8 2

22

2 12

1212

12 22

2222

22

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１，２，３，４，５，６⇒いずれも問題点を捉え，具体的改善策を伴った質問



第５日目（2015.2.16）

第５日目（2015.2.16）第５日目（2015.2.16）

第５日目（2015.2.16）

8

88

8 小野寺淳一

小野寺淳一小野寺淳一

小野寺淳一

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

東部浸水地区について

・地域防災計画での津波避難には，原則徒歩避難となっているが，本

市としてこの地区については，どう考えているか。原則徒歩避難を改

め，車避難者も考慮し，明確化すべきではないか

・域外の方の避難

・津波避難施設の有効利用について

・子どもの遊ぶ場を津波避難施設の敷地内に設置できないか

1 0 2 3

2

震災メモリアルとしての南蒲生浄化センター旧ポンプ棟について

・百聞は一見にしかず。見てわかる施設も重要

・震災メモリアルとして残す方向で再考されることを望む

・費用軽減のための保存方法として，海側に面した被災壁だけを残す

方法もあるのではないか

1 0 1 2

3

本市のスポーツ表彰について

・この表彰制度について現行の団体推薦に加え，本市としてもアマ

チュアスポーツの大会をチェックし，当局からも選考の壇上に上げる

べきではないか。現行の要領を改定することを求める

1 0 1 2

3

33

3 0

00

0 4

44

4 7

77

7

１⇒車避難者も考慮に入れた津波避難計画は重要な指摘

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】



第６日目（2015.2.17）

第６日目（2015.2.17）第６日目（2015.2.17）

第６日目（2015.2.17）

1

11

1 佐藤正昭

佐藤正昭佐藤正昭

佐藤正昭

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

ごみ減量・リサイクルの取組みについて

・家庭ごみに混入して無駄になっている紙類が六万トンの状況を市民に

数字として公表，公開し，その上で，仙台市は市民とともに解決をして

いくことが必要。

・プラスチック製容器包装の分別についても，いま一度協力を求める必

要がある。

・紙類やプラスチック製容器包装など資源物のさらなる分別の取り組み

について，今後どのような施策展開を図っていくのか。

・市民に対してしっかりとした説明をして協力を求めることで，再商品

化合理化拠出金を増額することができる。

・市民へさらなる協力を求めるに当たり，よりわかりやすい分別となる

よう，現在は法律の対象外である容器包装以外のプラスチックについて

も，容器包装とあわせてリサイクルが可能になるように，制度を見直し

拡充することが必要。

・事業ゴミの状況について

（事業ごみについても，適正な分別により，ごみの減量・リサイクルを

推進していかなければならないが，どのような施策展開を図っていくの

か）

2 1 2 5

2

本市の産業政策のあり方について

・今議会に提案された仙台市中小企業活性化条例は，今までの行政には

あまり見られないような攻めの条例として，努力する人，挑戦する人を

しっかり応援するように運用されることを望む。

・当局は，ローカル企業活性化に向け，どのような戦略を持ち，実行，

実現していくのか。

0 0 1 1

3

連携の必要性について

・仙台市，福島市，山形市の広域観光連携，三市連携，三市議会連携に

ついて

（三市，三市議会連携から東北六市，六市議会連携にバージョンアップ

させるべきではないか）

・仙台市の各種祭り，イベントの連携

（青葉まつりの大型の山鉾，山車の常設の展示場）

（分散展示）

（それらをめぐるツアーなどの企画）

（七夕飾りの何ヶ所かの展示）

（祭り，イベントを通年で観光や経済につなげていく必要性）

（三つの祭りの実行委員会と県，市，商工会議所が一同に会した場をつ

くる，ラウンドテーブル）

（それぞれの祭り，イベントの広報を有機的に上手に結びつけて，相互

に補完し合えるような関係にしていく必要性）

・青葉まつりの山鉾の使い方，活用の仕方はやる気があればできるので

はないか。（追加）

1 1 2 4

4

仙台市の各種キャラクターの連携について

（仙台市の各局，事業局キャラクターについて一度立ちどまって考えて

みる必要性）

0 0 0 0



5

仙台市のガス事業のありようについて

・仙台市のガス事業の現時点での価値を含めた現状について，どのよう

に考えているのか。

・日本全体を見据えた中で，本市ガス事業を取り巻く社会，経済状況に

ついて，いかに考えているのか。

・どこかで大胆に思い切って売り抜けることも考えていかなければなら

ないときに来ているのではないか。

・仙台市は，大変厳しい状況にあることをしっかり認識してガス局だけ

に任せるのではなく，ガスシステム自由化にあわせて，民営化やパート

ナー企業等について，決断，実行する組織チームを編成する時期に来て

いるのではないか。

・なるべく早く，公募，選定に入る準備を整える必要がある。

・もっと市がきちっと関与して，市長なり副市長なりが中心となって進

める，そういう体制でなければならないのではないか。（追加）

1 0 1 2

4

44

4 2

22

2 6

66

6 12

1212

12

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒調査に基づいた優れた質問。

２⇒意見が抽象的。

３⇒都市間連携の成果を具体的に提示する必要がある。仙台市の各種祭り，イベントの連携は具体的提言を伴った質問。

４⇒提言が抽象的。



第６日目（2015.2.17）

第６日目（2015.2.17）第６日目（2015.2.17）

第６日目（2015.2.17）

2

22

2 佐藤わか子

佐藤わか子佐藤わか子

佐藤わか子

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

今後建設が予定される大型の公共施設について

・障害者福祉センターについて

（仙台市として，現在の障害者の実情をどのように把握され，どのよう

なニーズがあるのか，そのニーズに障害者福祉センターがどう応えられ

るのか，障害者福祉センターの役割の明確化）

（今までの事業の検証の必要性）

（障害者福祉センターが担う災害時の役割）

・市民センターとの合築について

（現在の地域の声をしっかり把握し，それが反映された建物をつくるべ

き）

・福祉サービスを受けられない障害者や高齢者について

（現行の福祉制度ではサービスを受けられない制度のはざまにおられる

方たちを，仙台市からの依頼で引き受けている施設の必要性について，

関連する部局が集まって検討する必要があるのではないか）

2 0 2 4

2

外郭団体のトップ人事のあり方について

・十八団体のトップ人事は，具体的にどのようにして決められているの

か

・市長は，外郭団体のトップの選任に対してどのような見解を持ってい

るのか

1 0 1 2

3

教育委員会の制度の見直しについて

・市長は，新年度からこの新しい制度を新教育長の任命も含め，完全実

施する考えか

・今回の制度改革を最大のチャンスとして捉え，将来的には教育委員の

選任の仕方，人数も含めて見直し，教育委員会の審議を今以上に活発に

すべきではないか

・大綱を作成するに当たり，市長は，今までと違い御自分の教育に対す

る意見を述べることができるようになる。仙台市の教育行政が抱える最

大の課題は何か。その課題を解決するために，どのような取り組みが今

一番求められているか。

1 1 1 3

4

仙台市の英語教育の今後の方向性について

・仙台市として，文科省の方針をどのように受けとめて対応していくつ

もりか，具体的に小学校で誰がどのような体制で英語を教えていくの

か，その方向性。

・仙台市には，英語教育を今後どう進めていこうとしているのか，具体

的なプランがないように思える。次期教育振興基本計画を策定する前

に，有識者や保護者，教職員，民間の英会話教室の先生など，英語教育

に関係する人に集まってもらって，仙台市の今後の英語教育の方針を決

める協議会のようなものを早急に立ち上げるべきではないか。

1 0 1 2

5

青葉山公園整備計画について

・この整備事業の進捗状況について

（実際に何年度の開業を目指しているのか，その年度と現在の青葉山整

備計画の進捗状況）

・この公園の一番の売りはどこにあるのか，公園センターに人が呼べる

ような仕掛けを考えているのか。

・このエリアの広瀬川の両サイドの河川敷も一緒に整備される必要があ

るのではないか。

・青葉山公園整備中に，公園課と河川課と宮城県の河川課で，このエリ

アの広瀬川の河川敷の整備について話し合う必要がある。

・この青葉山公園の開業時期をどのぐらいと考えているか。（追加）

1 1 2 4



6

コンベンション誘致の戦略について

・現在七十七件ほどの国際会議開催実績を，五年後に二百五十件にする

と目標を掲げているが，具体的にどのような戦略を持ってこの数字を実

現しようとしているのか，その裏づけとなる根拠。三つのセクションを

どうリンクさせ，情報の共有化を図るのか。

・何かトラブルがあったときの責任の所在は明確になっているのか

・ビジスネホテルは多いがシティホテルが少ないという仙台市のホテル

事情を当局はどのように認識しているのか。外資系なども含めて新たな

ホテル誘致の考えを持っているのか。

1 1 2 4

7

77

7 3

33

3 9

99

9 19

1919

19

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒計画と時間経過によるニーズのずれは重要な指摘。

３⇒質問者が考える仙台市の教育行政が抱える最大の課題は何かを提示し，見解を聞くべき。

６⇒三つのセクションのリンクと情報の共有化は重要な指摘。



第６日目（2015.2.17）

第６日目（2015.2.17）第６日目（2015.2.17）

第６日目（2015.2.17）

3

33

3 柿沼敏万

柿沼敏万柿沼敏万

柿沼敏万

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

仙台うみの杜水族館の開業と交通渋滞について

・水族館周辺と近くにある高速道路インターなどを包含した交通渋滞対

策について，現在どのような方策を検討しているのか，あわせ，事業

者，関係者との協議状況。

・水族館と地下鉄荒井駅間のシャトルバスの運行は，何としても必要な

案件ではないか。

・水族館事業そのものは民間事業ではあるが，仙台市としても，沿線地

域との結びつきを強める方策を積極的に事業者に働きかけていくべきで

はないか。

・文化，教育，歴史に関する施設と水族館の観光的な結びつきを進める

べき。

・環仙台湾の観光資源を一体とした観光の振興，観光客の誘致増進につ

いての関係者との協議の進捗。

1 0 2 3

2

ＪＲ東北本線南仙台駅周辺の鉄道高架化について

・将来の中田地域のまちづくり，発展のためには，抜本的にＪＲ南仙台

駅周辺の鉄道高架化の実現化を目途に，課題の対処を進めていくべき時

期にあるのではないか。

・今日まで交通渋滞の軽減策，鉄道高架化に向けてどのように取り組ん

でこられたか，鉄道高架化の取り組みに関する所見と今後の対応の指針

1 0 2 3

3

学校校庭に設置されている屋外照明について

・本来，学校施設の開放事業は，どのような目的を持って開始されたの

か。屋外照明の設置は，利用者の要望に応えるとして，さらには，施設

開放事業のより一層の利用拡大を図りながら，地域コミュニティーの増

進を期待しての事情からではなかったのか。校施設開放及び屋外照明設

置についてはどのような評価をされているか。

・これまで何校から設置要望が提出されているか。事前の照会，問い合

わせはどのような状況となっているか。

・設置整備の年次計画のもと，整備を着実に進めていくべき。

・学校施設の老朽化のことは老朽化のこと，屋外照明施設は屋外照明施

設として，明確な予算をもって，計画を持って進めるべき。（追加）

1 0 2 3

3

33

3 0

00

0 6

66

6 9

99

9

１・２・３⇒いずれも具体的な提言を伴った質問。

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】



第６日目（2015.2.17）

第６日目（2015.2.17）第６日目（2015.2.17）

第６日目（2015.2.17）

4

44

4 鎌田城行

鎌田城行鎌田城行

鎌田城行

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

奥山市長の市政運営の姿勢について

・今は実現不可能に見えても時代をつくるとの力強いリーダーシップで

住民の希望をつないでいくべきと考えるが，市長の所見。

0 0 0 0

2

市営バスの改善について

・市営バスのダイヤが乱れた場合の，到着を待つお客様への運行情報の

伝達について

（仙台駅前の西口や東口，また電力ビル前など，要所要所には，スピー

カーを通じてお客様のもとにアナウンスできるような管制システムを構

築することを検討すべき。）

（運行中の運転手への災害情報の伝達方法などは確立されているのか）

・報道機関等を通じての速達性の高い情報提供とツイッター等を活用し

た情報の共有化について

（これまで交通局では，非常時に的確な情報が伝わるために，報道機関

等とどのような連携を図ってきたのか，今後の改善策）

（駅前のビルに設置されている民間の大型モニター広告や本市のメール

配信サービスを活用して公衆への情報伝達を図ることや，ツイッター，

フェイスブック等のソーシャルメディアサービスの活用）

・お客様の身に寄り添った窓口業務について

（非常時にあっては，時間外であっても守衛から取り次がれるお客様相

談室のような対応を検討すべき）

・遅延についても，ある程度は的確に伝えるべきではないか。（追加）

1 0 2 3

3

ゲリラ豪雨への早急な対応について

・改善策の検討ぐあいなど途中経過の住民への説明について

（これまでの取り組みと今後の対応）

・危険な地区，常襲地域の解消に向けた具体の取り組みについて

（すり鉢型の地形から上流部の雨水を一挙にため込んでしまった青葉区

水の森地区の被災事例などに対して，対策を試行することもあってしか

るべき）

・住民にお願いする防御対策と，その際の支援策について

（浸水しない対策がすぐには無理だというのであれば，冠水しても心配

しない対策，土のうを準備しなくても守られるよう浸水防止の塀や柵の

整備を各戸に促すとか，その際の支援策を検討することがあってしかる

べき）

・被災されている方，浸水の被害を何度となく浴びている地域について

は，積極的に説明の機会を持つべきではないか。（追加）

2 1 2 5

4

公営住宅における暖房便座等の設備の充実について

・今後，どのようなタイミングで未来の当たり前に向かわれるのが望ま

しいと思われているのか。

・洗浄機能についても仕様の標準化や，はたまた入居時のオプション設

置なども検討あってしかるべき。

・三千戸の整備が完了するこのときに，今後，一体どのような時点で，

暖房便座をつけようとしているのか。（追加）

1 0 2 3

4

44

4 1

11

1 6

66

6 11

1111

11

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

２・３・４⇒調査に基づき具体的提言を伴った質問。



第６日目（2015.2.17）

第６日目（2015.2.17）第６日目（2015.2.17）

第６日目（2015.2.17）

5

55

5 早坂あつし

早坂あつし早坂あつし

早坂あつし

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

心を育てる道徳教育の重要性について

・将来を担う子供たちのために，道徳教育について教育長の所見

・子供たちに有効とされているコミュニケーション教育や自分づくり教

育を，来年度からはどのように考え，本市の学校教育として，これまで

以上のプログラム開発，実施していくのか。

0 0 0 0

2

国連防災世界会議後に，仙台国際センター展示棟や交流広場駐車場を，

今後どのようなイベントなどに活用していくのか。

0 0 0 0

3 今後も期待される都市個性を生かしたまちづくりについて

0 0 0 0

0

00

0 0

00

0 0

00

0 0

00

0

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒来年度からのコミュニケーション教育や自分づくり教育の実施内容を調べ，その内容について質問する必要がある。

内容を聞いて終わりという質問に意味があるかどうかを再検討する必要がある。

３⇒質問の趣旨が不明確。



第６日目（2015.2.17）

第６日目（2015.2.17）第６日目（2015.2.17）

第６日目（2015.2.17）

6

66

6 鈴木繁雄

鈴木繁雄鈴木繁雄

鈴木繁雄

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

交流人口の拡大について

・平成二十九年，二千三百万人の目標の達成の見通し

・目標を立てたとき，どのような仙台の都市を想定したのか。

・震災前の状況には戻っていない交流人口の分析は，どのようになされ

ているのか。

・内外を問わず交流人口の拡大は，地域産業振興に直接絡む最重要経済

対策であり，都市の生命線ではないか。それをどのように受け止めてい

るか。

・観光産業が都市経営にとって最重要課題であり，日本の中で最もその

対策と成果が上がっておらない東北，仙台をいかにしていくべきか，市

長の考え。

・観光インフラの整備を強く求める。

・大手門の復元を地下鉄東西線完成に合わせ発心するべきではないか。

博覧会の益金である基金二億円を充当し，ぜひ取り組むべき。

・仙台城本丸の東崖際にあった懸造と呼ばれる書院づくりの建物を復元

するべき。

・積極的な観光インフラ整備の取り組みについて

・国際センターの改装の必要性

・国際センターの交流コーナーの移転の検討の必要性（追加）

・懸造の整備をもう少し明確にお答えいただきたい。（追加）

0 0 2 2

2

二〇二六年冬季オリンピック・パラリンピックの招致について

・日本のフィギュアスケート発祥の地仙台をスケート競技会場として，

二〇二六年冬季五輪開催地に，ぜひ立候補すべき。市長の所見

・出発点は，冬季五輪に手を挙げた山形市にまずは話をし，そこから東

北一円となるのが普通の順序ではないか。（追加）

0 0 1 1

3

フランスの経済学者トマ・ピケティ氏の「二十一世紀の資本」について

・市長は，トマ・ピケティ氏の理論と日本における反響，そして，この

ような事例を見る限りにおいて，政治が時として貧富の格差拡大に加担

し，本来の使命である富の再分配の機能を果たし得ていないであろうこ

とに対し，どう考えるか，どのような対処をなすべきか。

1 0 1 2

4

都市の資産集積について

・国の地方創生策に対し，仙台市はいかなる提案と施策を国に対し求め

ていき，東北のリーダー市たる仙台の発展，すなわち都市力向上に対応

されていかれるのか。

・仙台市における再開発事業について

（県の施策のために日本一再開発のしにくい都市となった。再びこのよ

うな状況になることは絶対に避けなければならない。市長は，県に対し

早急にこの県について申し入れを行い，十分なされるよう求めるべき。

いかが考えるか。）

・仙台市が都心地区における用途地域指定を昭和四十八年に行い，約四

百七十ヘクタールを商業地域に指定された件について

（用途地域指定の見直し検討を早急に行うべき）

（用途地域指定の見直しの見解）

2 1 1 4

5 市長の指定廃棄物最終処分場に対する所見

0 0 0 0

3

33

3 1

11

1 5

55

5 9

99

9



【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

３⇒重要な指摘であるが，富の再分配機能を果たしていない仙台市の政策を具体的に指摘して追求する必要がある。これ

では論争が抽象論の枠を出ない。

４⇒再開発のプラスとマイナス（つぎ込まれる税金と達成される公益とのバランス，特に達成される公益の内容が問題）

を総合的に分析する必要がある。
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第６日目（2015.2.17）第６日目（2015.2.17）

第６日目（2015.2.17）

7

77

7 柳橋邦彦

柳橋邦彦柳橋邦彦

柳橋邦彦

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

人口減少社会について

・社会全体で人間の営みそのものが抱える問題として工夫をこらす高い

必要性。年月のかかるものではないか。このことにつき市長はいかが受

け止めているか。

0 0 0 0

2

都市個性を生かした活力づくり，魅力づくり，元気づくりについて

・これからの都市整備とは単に計画し，整備するのみによらず，もっと

積極的なイメージを持って都市を改造するという気概が必要。近未来に

向かって飛躍し，広く認知されるためのまちづくりについての都市整備

局長の所見。

・素人の小集団であっても，役所や人の世話を受けずに自立したアグリ

ヒロインになるのではないか。

・市立病院の跡地を，建物はそのままにして，縦方向水耕栽培の実験

場，実習場に整え，一気に仙台ブランドの都市農業のメッカを作ったら

いかがか。

0 0 0 0

0

00

0 0

00

0 0

00

0 0

00

0

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１・２⇒いずれも質問の趣旨が不明確。市立病院の跡地を，建物はそのままにして縦方向水耕栽培の実験場，実習場に整

える案は，その実効性を検討して提案するべき。それが仙台ブランドの都市農業のメッカになるという根拠も不明。


